
２００６年　品質研究会

【テーマ】みえる化（可視化）で強い組織を作る
　　　　　　　”あなたの組織はみえていますか”

◆日　時　： １月１９日（金）１４：００ー１７：００ 　　

◆場　所　： ㈱日本製鋼所広島製作所　３２４(3F)会議室

◆プログラム

1４:０0-' １．知恵のみえる化についての事例研究　

1４:０0-1５:１５ 　①新川電機㈱　小島　亨氏（経営品質室　室長）

発表　３０分

1５:１５-1５:３０休憩

1５:３０-1６:４５　②日鋼テクノ㈱ 森田　真司氏（製造部　生産技術課長）　

発表　３０分

1６:４５-17:００ ２．まとめ（次回の研究会テーマほか）

２００６第４回　品質研究会　プログラム
　　　　　≪メインテーマ≫知恵のみえる化

品質研究会運営担当
　福原（清水建設）
　世良（前田建設）
　妹尾（日本製鋼所）

◆研究会の予定                     ＜テーマ＞       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜コーデｲネーター＞
　第２回　11/10（金）14:00-17:00　問題のみえる化/状況のみえる化　　　　　　 広島工業大学　久保田教授
　第３回　12/22（金）14:00-17:00　顧客のえる化　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広島大学大学院　井上教授
　第４回　  1/19（金）14:00-17:00　知恵のみえる化　　　　　　　　　　　　　　　　　広島工業大学　久保田教授
　第５回　  2/9（金）  14:00-17:00　プロセス(ISO)のみえる化　　　　　　　　　　   神奈川大学講師　高橋靖治氏
　第６回　  3/16（金）14:00-17:00　みえる化のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　広島工業大学　久保田教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広島大学大学院　井上教授

２００７．１．５
中国地区品質経営協会

≪テキスト≫　｢見える化｣　強い企業をつくる｢見える｣仕組み
　　　　　　　　　　遠藤　功著　　東洋経済新報社　1,600円

≪アウトライン≫ 経験のみえる化
 　当社は計測器・工業計器などの販売、ならびにそれらに関するエンジニ
アリング・メンテナンスを行っている。その中でソフト開発部門において
個人で持っている過去のクレームやヒヤリハット経験およびノウハウの集
約・公開をして、設計開発業務の生産性・品質の向上を図ろうとしている
事例紹介をします。

≪アウトライン≫　製造技術　ノウハウのみえる化（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）
　製造部門においては、これまでの生産活動により数々の技術情報が蓄積
されてきている。しかし、それらはキングファイルのようなファイルによ
る保管管理、すなわち紙情報が主体であり、情報の共有が行い難い状況に
あるだけでなく、それぞれの主管部門や各製造現場に分散しているのが現
状である。また、これらを基に新人技術員の育成を行う場合、早期に達成
することは困難である。
　そこで、日鋼テクノ㈱では、それらを危惧しムダの排除や人材の早期育
成を視野に入れ、現在、技術情報のデータベース化を試みており、今回は
それらについて触れる。

≪参考図書≫　｢ねばちっこい経営｣　粘り強い｢人と組織｣をつくる技術
　　　　　　　　　・組織の粘着力には１００倍の格差がある！
　　　　　　　　　・続ける力、粘る力こそ最も重要な企業の独自能力！
　　　　　　　　　・｢粘り強さ｣｢ねばっこさ｣こそが｢並みの企業｣と｢強い企業｣
　　　　　　　　　　を分ける決定的は要素
　　　　　　　　　・｢現場力を鍛える｣｢見える化｣に続く３部作完結編
　　　　　　　　　　　遠藤　功著　　東洋経済新報社　1,600円


